
第3章

OLS推定量の確率的性質
練習問題



問1<複数回答>回帰分析における標準的仮定が満たされるとき、最小2乗推定量 መ𝛽の分
布として適当な図をすべて選びなさい。

答え：1、3

参照節：3.3節



問2 空欄に当てはまる語句の組み合わせを選びなさい。

データがあれば値が計算できる関数(計算式)を（ a ）、

データを代入して計算した値を（ b ）という。

1. (a)推定量，(b)推定値

2. (a)推定値，(b)推定量

3. (a)有効量，(b)有効値

4. (a)有効値，(b)有効量

答え：1

参照節:3.3.1節



問3<複数回答>真のモデルはY＝α＋βX＋uとする。このとき、α=0

という制約を課したうえで、OLSによりβを推定した( መ𝛽𝑟と表記

する)。推定量 መ𝛽𝑟に関する正しい記述をすべて選択しなさい。

1. α≠0なら መ𝛽𝑟は不偏性を満たさない。

2. α=0なら መ𝛽𝑟は不偏性を満たす。

3. 定数項がなくても決定係数は適切な指標である。

4. α≠0でも መ𝛽𝑟は不偏性を満たす。

答え：1、2 参照節：練習問題3.12

本当のαが0であれば、α=0という制約を課したOLS推定は望まし
い。しかし、本当のαが0ではないなら、α=0という制約を課した
OLS推定は不偏性も一致性も満たさない。本当のαが0だと確信を
持ている状況はほぼないので、定数項は常に含めたほうがよいだ
ろう。また、定数項がない回帰分析では決定係数の定義に問題が
生じる。



問4 መ𝛽の標準誤差を選びなさい。

答え：1

参照節：3.5節



問5 空欄に当てはまる語句の組み合わせを選びなさい。

OLS推定量の標準誤差が小さくなるのは，誤差項𝑢𝑖の分散𝜎2が

（ a ），説明変数𝑋のばらつきが（ b ）とき

1. 大きく，大きい

2. 大きく，小さい

3. 小さく，大きい

4. 小さく，小さい

答え: 3

参照節：3.3.3節、3.5節

3.5節の脚注(5)で説明したとおり、3.3.3節の分散に関する説明は
標準誤差でも当てはまる。そもそも分散の推定量の平方根をとっ
たものが標準誤差であるから、これは自明であろう。



問6 空欄に当てはまる記号の組み合わせを選びなさい。

誤差項uiが標準的仮定を満たすとき、σ𝑖=1
𝑛 𝑢𝑖/𝜎

2の期待値は

( a )、σ𝑖=1
𝑛 ො𝑢𝑖/𝜎

2の期待値は( b )である。

1. (a) n、(b) n－2

2. (a) n－1、(b) n－2

3. (a) n、(b) n－1

4. (a) n－1、(b) n－1

答え：1

参照節：3章補足(推定量s2の性質)



問7-9 コンビニ店長は、気温（度）と冷麺の売り上げ（個数）に
関係があると考えて、5日分のデータを収集した(𝑛 = 5)。結果

として、 ሜ𝑌 = 28、 ሜ𝑋 = 31、σ𝑖=1
5 (𝑋𝑖 − ሜ𝑋)2 = 50、

σ𝑖=1
5 (𝑌𝑖 − ሜ𝑌)2 = 426、σ𝑖=1

5 (𝑌𝑖 − ሜ𝑌)(𝑋𝑖 − ሜ𝑋) = 143となる。被説
明変数Y、説明変数XとしたOLSをしたとしよう。

① መ𝛽は(         )、決定係数は(      )、σ2の推定量s2は(             )

Hint: σ𝑖=1
𝑛 ො𝑢𝑖

2 = (1 − 𝑅2) σ𝑖=1
𝑛 (𝑌𝑖 − ሜ𝑌)2

② መ𝛽の標準誤差はいくつか

③ መ𝛽の90%信頼区間は下限(               )、上限(              )となる。

答え

βは2.86( = 143/50)と推定される。

𝑅2 =
መ𝛽2σ𝑖=1

𝑛 (𝑋𝑖 − ሜ𝑋)2

σ𝑖=1
𝑛 (𝑌𝑖 − ሜ𝑌)2

= 2.862 × 50/426 = 0.960047



𝑅2 = 1 −
σ𝑖=1
𝑛 ො𝑢𝑖

2

σ𝑖=1
𝑛 (𝑌𝑖 − ሜ𝑌)2

を書き換えると、



𝑖=1

𝑛

ො𝑢𝑖
2 = 1 − 𝑅2 

𝑖=1

𝑛

(𝑌𝑖 − ሜ𝑌)2

= 1 − 0.960047 × 426

このため、誤差項の分散σ2の推定量s2は

𝑠2 =
1

𝑛 − 2


𝑖=1

𝑛

ො𝑢𝑖
2

=
1

5 − 2
1 − 0.960047 × 426 = 5.67333

よって、 መ𝛽の標準誤差は

𝑠𝛽
2 =

𝑠2

σ𝑖=1
𝑛 (𝑋𝑖 − ሜ𝑋)2

=
5.67333

50
= 0.336848

t分布表から𝑡3,0.1 = 2.353となるから、90%信頼区間は
2.86 − 2.353 × 0.336848 < 𝛽 < 2.86 + 2.353 × 0.336848

となる。これを計算すると、2.067396から3.652604までとなる。

Excelなら
=tinv(0.1,3)





問10 ある駅周辺の家賃(万円)を𝑌とし，築年数(年数)を𝑋とする。300

物件の情報を集め，被説明変数をY、説明変数をXとしたOLS推定
をした結果，次のようになった。

𝑌 = 0.122 + 0.0933𝑋

(0.011)   (0.023)

係数 መ𝛽の95%信頼区間として最も適切なものを選択しなさい。

1. (0.034, 0.153)

2. (0.055, 0.131)

3. (0.048, 0. 138)

4. (0.099, 0.108)

答え 3

サンプルサイズが300と大きいため，t分布と標準正規分布は同じ
(t分布を使っても、𝑡298,0.05 = 1.967957であり、1.96とほぼ同じ

0.0933 − 1.96 × 0.023 < 𝛽 < 0.0933 + 1.96 × 0.023

下限は0.048、上限は 0.138
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